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松原市指定文化財調書 

文化財の種類：有形文化財 美術工芸品 絵画 

記 号 番 号 ：絵第 1 号 

名称・員数：来
らい

迎
ごう

寺
じ

 紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

 融
ゆう

通
ずう

念
ねん

仏
ぶつ

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

 2巻
かん

 

所 有 者 ：宗教法人 来迎寺 

所 在 地 ：松原市丹南 3 丁目 1－22 

年 代 ：文亀 2 年（1502） 

形状・寸法等：巻子装 

上巻：29.3cm×1103.8cm 全 34 紙 

下巻：29.3cm×1349.2cm 全 42 紙 

（上下巻とも法量は見返し含まず奥付含む） 

 

〔説明〕 

 融通
ゆうずう

念仏
ねんぶつ

縁起
え ん ぎ

絵巻
え ま き

は、融通念仏を感得
かんとく

した良
りょう

忍
にん

（1073~1132）が念仏
ねんぶつ

勧進
かんじん

を行

う様と融通念仏の功徳
く ど く

や霊験について記したもので、正和
しょうわ

3 年（1314）に 2 巻本と

して作られたのが始まりである(1)。以後、融通念仏勧進を目的として江戸
え ど

時代に至

るまで多くの諸本が制作されており、松原市
まつばらし

丹南
たんなん

3 丁目に所在する融通念佛宗寺院

の来迎寺（丹南本山来迎寺）(2)には、文亀
ぶ ん き

2 年（1502）に制作されたものが残る(3)。 

 来迎寺に残された融通念仏縁起絵巻（以下、「丹南・来迎寺本」と呼ぶ）は上下

２巻の巻子
か ん す

装で、2 巻とも題箋
だいせん

、巻
まき

緒
お

を亡失している。木軸は下巻にのみ残されて

おり、軸端は漆塗である。また、下巻には修理の裂
きれ

が当てられている。絵巻は２巻

合わせて一つの桐箱に収められており、蓋表には「融通念仏絵縁起 二軸入／河州
かしゅう

 

丹南郡丹南村／諸
しょ

仏
ぶつ

山
ざん

護
ご

念
ねん

院
いん

来迎寺什物
じゅうもつ

」の墨書がある(4)。 
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○絵巻の構成 

 梅津次郎によると、融通念仏縁起絵巻の諸本は詞
ことば

書
がき

や構成から、（甲）正和本系、

（乙）永徳
えいとく

・至徳
し と く

年間の良鎮
りょうちん

勧進
かんじん

肉筆
にくひつ

本系、（丙）明徳
めいとく

版本
はんぽん

系の 3 種の系統に分類

される。甲類が最も古い形態で、正和 3 年（1314）の奥書を持つ肉筆本である。

作者は不明で、原本は現存しない(5)。次が乙類で、永徳～至徳年間（1381~87）に

勧進聖
ひじり

の良鎮(6)が日本全国に念仏を勧進するため制作した肉筆本である。甲の奥

書（正和奥書）の写しに続けて良鎮勧進奥書を記す(7)。最後は丙類で、良鎮が絵巻

を更に普及させるため企図し、明徳 2 年（1391）に開版した版本とこれを祖本と

した肉筆本及び再刊された版本である(8)。 

 このうち、「丹南来迎寺本9」は永徳～至徳年間の良鎮勧進肉筆本系の乙類に該当

する(10)。現状の構成であるが、巻中の詞書と絵には欠落・錯簡・異同・追補がみ

られる。追補や構成の手直しが行われた時期は不明であるが、寄進時と考える蓋然

性が高い。錯簡や欠落を残したままであることから、本絵巻が勧進の具として来迎

寺に寄進されたとは考え難い。しかし、随所に見られる糊離れから本絵巻を利用し

た絵解などが行われたとも考え得る。 

上巻の現状であるが、詞
ことば

4 段、絵 5 段の構成で、良忍の叡山
えいざん

修行と大原
おおはら

隠棲の

段から鳥類畜生の念仏結縁
けちえん

の段までを次の順で配する(11)。 

第 1 段 良忍の叡山修行と大原隠棲 

第 2 段 融通念仏の勧進開始 

第 3 段 毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

の名 帳
みょうちょう

加入・良忍の鞍馬寺
くらまでら

参籠 

第 4 段 諸天諸神の名帳加入 

第 5 段 鳥類畜生の念仏結縁 

第 1 段詞は、冒頭から「…爰中比
ここになかごろ

」までが序文である。第 1~2 紙は金泥による

天地と行の界線が施される。本文は第 3 紙から始まるが、1 行目にある「大原良忍

上人…」の「人」の右端が第 2 紙で隠れており、貼り直されたことが分かる。また、
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第 1 段絵は左端に描かれた稚
ち

児
ご

の姿が切れており、良忍が無動寺
む ど う じ

に向かう場面を描

いた後紙を欠失していることが分かる。 

第 2 段は、前段にあるべき阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

示現
じ げ ん

の段を欠くため、融通念仏の勧進開始

の段を配する。詞書を欠失するため、絵のみである。 

第 3 段は、毘沙門天の名帳加入の詞書・絵に続けて良忍の鞍馬寺参籠の絵を配す

る。鞍馬寺参籠の段の詞書を欠くため、一つの段に再構成し取り繕ったと考えられ

る。 

第 4 段は、詞書の記された第 17～19 紙は、紙色が新しく筆致も異なるため後補

とみられる。角筆により天地と行の界線が施される。勧進の諸天・諸明神名を列記

した神名帳に続けて北野
き た の

天神
てんじん

融通念仏行者示現文を記し、文末に異筆で「来迎寺 

安置」と記す。乙類諸本では神名帳が省略されるか「別紙在之」と記し別立とする

ため、「丹南来迎寺本」も当初は別立であった可能性がある。 

第 5 段は鳥類畜生の念仏結縁の段で、この段を上巻の巻尾に配する構成は乙類諸

本と共通する。 

 下巻の現状は、詞 12 段、絵 11 段の構成で、他の乙類諸本と同じく融通念仏帰依
き え

の功徳・霊験を表わす。鳥羽院
と ば い ん

の日課念仏増加の段から光明
こうみょう

遍照
へんじょう

の段までを次の

順で配し、巻尾に奥書を配する。 

第 1 段 鳥羽院の日課念仏増加 

第 2 段 広隆寺
こうりゅうじ

女院の念仏修行 

第 3 段 和泉
い ず み

前司
ぜ ん じ

道経女
みちつねむすめ

の入道と臨終 

第 4 段 城南寺
じょうなんじ

僧心源
しんげん

念仏により父母往生 

第 5 段 青木尼
あま

公
ぎみ

の往生 

第 6 段 木
き

寺
じ

源
げん

覚
かく

僧
そう

都
ず

の牛飼
うしかい

童
わらわ

の妻念仏により難産を逃れる 

第 7 段 北白河
きたしらかわ

の下
げ

増
そう

の妻閻
えん

魔
ま

庁から帰される 

第 8 段 良忍入滅
にゅうめつ
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第 9 段 覚厳
かくげん

の夢 

第 10 段 正
しょう

嘉
か

疫
えき

癘
れい

 

第 11 段 光明遍照 

第 12 段 奥書 

 第 1 段は、通例の乙類では第 3 段に配される鳥羽院の日課念仏増加の段である。

本来あるべき前 2 段が、「丹南来迎寺本」では第 8 段と第 9 段に配される。 

第 4 段は、詞書 3 行が前段の絵と同紙（第 11 紙）に記されており、絵の後に墨

界線を引き詞書を記す。阿弥陀如来ともに飛雲に乗り往生する心源法師の父母の様

が描かれるが、仏身には金泥の代替として黄土が用いられている。 

第 5 段詞も前段絵と同紙（第 12 紙）に記されるが、墨界線はなく上下辺のすや

り霞の上から記される。 

 第 6 段は、詞書と絵を同紙（第 14 紙）に記すが、3 行の詞書部分のみ紙色が異

なる。すやり霞の色も異なるため、絵部分に滲み止めの礬
どう

砂
さ

がひかれた可能性があ

る。 

第 7 段は詞書のみで絵を欠失している。「北白河の下僧の妻…」で始まる念仏三

千反の功徳により地獄の閻魔庁から娑
しゃ

婆
ば

界に還される場面である。詞書の混乱と脱

落が見られる。 

 第 8 段は、詞書が記された第 18 紙の傷みと汚れが激しい。「聖人
しょうにん

春秋六十、

長 承
ちょうしょう

元
壬

子二月一日先立て…(12)」で始まる良忍の入
にゅう

寂
じゃく

を記したものである。乙類

では、「醍
だい

醐
ご

寺
じ

本(13)」を除き良忍入寂の段を下巻の巻首に配する(14)。紙の傷みと汚

れを考慮すると、第 7 段詞書が混乱していたため詞と絵が対応する下巻第 1 段を第

8 段とすることで構成を取り繕ったとも考えられる。入寂した良忍のもとへ菩
ぼ

薩
さつ

衆

が来迎する本絵巻のなかでも重要な場面であり、絵に第 19 紙～24 紙の 5 紙を費や

している。 

第 9 段は、住
じゅう

房
ぼう

で眠る覚厳律師
り っ し

の夢に良忍が示現して極楽浄土に蓮台上に化
け

生
しょう
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した由を伝える場面であるが、絵部分の第 26 紙半ばから白紙部がある。行界線の

痕跡が 3 本認められ、本来はここに詞書を配する予定であったとみられる。 

第 10 段は、武蔵国
むさしのくに

与那
よ な の

郷
こおり

の名主
みょうしゅ

宅で別
べつ

時
じ

念仏
ねんぶつ

が修される場面で、第 33 紙に

描かれた黒牛に跨る丹色の狩
かり

衣
ぎぬ

を纏った疫神は乙類の「知
ち

恩
おん

院
いん

本(15)」及び「フリ

ーア美術館本(16)」に共通する。しかし、「フリーア美術館本」とは疫神の供回りの

容姿や数が異なる。また、名主宅の阿弥陀如来が仏像でなく絵軸であるなど相違が

見られ、表現は限りなく「知恩院本」に近い。 

 第 11 段の詞書は『観無量寿経
かんむりょうじゅきょう

』の「光明遍照」の偈
げ

文
もん

で、これが記された第

36 紙は紙色が新しく、後補されたとみられる。 

第 12 段は奥書部で、第 38 紙~第 42 紙の 5 紙を費やして絵巻制作の由縁と伝来

について記し、全 4 部からなる。第 1 の奥書は、甲類（正和本系）の奥書を写した

ものである。第 2 の奥書は、第 39 紙の文中「次又、永徳年中、勧進沙門
しゃもん

良鎮謹言

…」から始まる。良鎮勧進文の写しに続けて施主願文を記し、文末に「至徳三年十

一月十七日 和州
わしゅう

葛
かつ

下
げ

郡
ぐん

片
かた

岡
おか

東
ひがし

 中臣
なかとみ

俊
とし

章
あき

」と年紀と寄進者を記す。 

第 3 の奥書は第 41 紙に記されたもので、「右、書写之趣者、後世披見之衆…」

と始まり、「文亀弐年
壬

戌十月十五日 金剛
こんごう

仏子
ぶ つ し

行慶
ぎょうけい

」で終わる。料紙
りょうし

は前段までと

同じで同筆とみられる。本奥書より、本絵巻が文亀 2 年（1502）に真言僧の行慶

が企て制作したことが分かる。 

第 4 の奥書は最終の第 42 紙に記されたもので、前紙と料紙が異なり前文とも異

筆である。元
げん

和
な

9 年（1623）に「河
か

州
しゅう

丹北
たんぼく

之郡 布
ぬの

忍
せ

清水
し み ず

村喜兵衛入道浄
じょう

安
あん

」が

「後生安楽」のために「十箇郷来迎寺」に寄進したことが記されており、寄進時の

追補と分かる。 
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○各段詞に見られる特徴 

「丹南来迎寺本」の詞書に見られる主な特徴は以下の通りである。第 1 は、序文

の書き出しが乙類の通例と異なる点である。丙類の明徳版本と同じ「夫
それ

、釈尊一代

の蔵経を…」に始まり、乙類諸本の「夫、応
おう

化
け

一代の蔵経を…」と異なる(17)。ま

た、序文が記された第 1~2 紙にのみ金泥により天地と行の界線が施される点も注

意される。第 3 紙より後は界線がみられず、当初下巻の第 1 段に配されていたと思

われる現第 8 段詞にも行界線が施されていないため、後補とも考えられる。 

第 2 は、上巻の第 3 紙より始まる第 1 段詞書・本文が乙類の「知
ち

恩
おん

院
いん

本」と共

通する点である。「大原良忍上人ハもとは叡山の…」や「首尾廿四年之間、常座不

眠にして、猒欣の信心ふかく…」は、乙類では「知恩院本」のみに見られる表現で

あり、かつ正和本系とも共通するものである。 

最後に、下巻の第 7 段詞に詞書の混乱と脱落が見られる点である。「次又、父母

師長妻子朋友…」以下は良鎮勧進肉筆本系の乙類成立に伴い増加され、明徳版本に

も引き継がれたものである。また、絵巻の成立と深い関係にあるとされる叡山楞厳

院安楽谷の理円による「融通念仏勧進状」(18)にも見られる。「丹南来迎寺本」は「龍

舒浄土文にハ、二人を勧進すれハ自身の精進におなし、十余人にいたれハ福徳無量

なり、百を千とを」で詞書が途切れており、大唐の房
ぼう

翥
しょ

の説話が脱落している。ま

た、詞書が完全に一致する諸本が見られず本絵巻制作の手本とした 1 本が既に断簡

部分を含むものであったと思われる。 

 

○各段絵に見られる特徴 

「丹南来迎寺本」には、15 世紀前後に制作を知られる縁起絵巻と共通する特徴

が見られる。第 1 の特徴は画風で、奈良絵本風に描かれた貴族男女の姿態である。
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上巻第 2 段絵の良忍が市井に出て念仏勧進する場面の上人に向かう貴族男女、下巻

第 1 段絵の鳥羽院が院庁内で念仏加入記名を勧める場面の蹴鞠に興じる男性貴族

はいずれも定形的で、中世に遡る「奈良絵本」の描画に頻出する貴族男女の姿に近

似する。また、第 8 段絵の縦膝で合掌する童子などにも中世的な描写が見られる。

更には、下巻第 9 段絵の描線に力のない山容や定形的な松樹のような奈良絵本風の

描写も各段に見られる。 

第 2 の特徴は、料紙や画材に本格的な絵師による絵巻の制作と異なる様相が見ら

れることである。絵巻の料紙としてはやや粗い楮紙あるいは間合い風の料紙が使用

されており、全体的に紙色は黄ばんでいる。また、緑青に顕著なように賦彩は淡く

発色は鈍く、単純なすやり霞には群青の代替として染料の藍が用いられている。 

 

○奥書 

 「丹南来迎寺本」の下巻第 12 段詞の奥書は先述のとおり全 4 部からなる。 

 第 1 の奥書は、「右、本願良忍上人…」より始まる（甲）正和本の奥書を写した

ものである。「其中に速疾に往生する人六十八人…」以下の表現を簡略化せず、「知

恩院本」と同文である。 

第 2 の奥書は、祖本の奥書を写したもので、前文と同筆で絵巻制作の願意が施主

名と制作年の日付とともに記される。これによれば、「丹南来迎寺本」の祖本は良

鎮が全国勧進のために制作奉納を試みた「百余本」の絵巻のうち 1 本で、北朝年号

の至徳 3 年（1386）11 月 17 日に「大和州葛下郡片岡東」の国人である「中臣俊

章」が良鎮の融通念仏勧進に応じて施主となり寄進した絵巻であることがわかる。 

良鎮が制作奉納を試みた百余本の絵巻（乙類の中世諸本）の施主については、「根

津美術館本」の奥書にある「越
お

智
ち

左衛門尉
じょう

家
いえ

高
たか

」(19)、そして「フリーア美術館本」

の奥書にある「左衛門大
たい

夫
ふ

俊
とし

直
なお

」(20)が知られる。しかし、「中臣俊章」の名は知ら
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れておらず、後世の写本ではあるものの本奥書が新たな第 3 の施主の存在を示して

いることは注目すべきである。 

諸本との異同であるが、「次又永徳年中…」や「又、各々の聖の御意、あにさる

べし。しかりといへども、大和州にて勧進の事に候間、施主等の所望如件」は、知

恩院本の「次又永徳二年…」、「又、各々の聖の御意、巧によるべし。しかりといへ

ども、大和州にて勧進の事に候間、施主等の所望如斯」とほぼ同文で他に共通する

表現も多い。 

また、第 40 紙「右良鎮房為…」以下の施主願文は「フリーア美術館本」と近似

し、「先考幽霊往詣極楽之因」は「丹南来迎寺本」の「悲母幽霊滅罪生善往詣極楽

之因」と近しく、前者は「先考幽霊」、後者は「悲母幽霊」とする。両者共に「往

生極楽」ではなく「往詣極楽」と記す点が特徴といえる(21)。 

第 3 の奥書は、文亀 2 年（1502）に「丹南来迎寺本」が制作された際に記され

たものである。本奥書には本図制作に関わった者として真言僧である行慶の名が記

されている。「丹南来迎寺本」を調査した高橋平明は、行慶が真言僧である点に注

目し、彼が當麻寺
たいまでら

の勧進聖であり、極楽浄土図としての当麻曼
まん

荼
だ

羅
ら

図の宣揚・布教

とその勧進活動に融通念仏縁起絵巻を用いるべく「丹南来迎寺本」の制作を企図し

た可能性を示唆している(22)。 

第 4 の奥書は、清水村を含む布忍地域の西に位置する北花田村出身の「宗
そう

珍
ちん

西堂

(23)」が住持であった元和 9 年（1623）に寄進された際に追補されたものである。

寄進者である「布忍清水村喜兵衛入道浄安」の地位や来迎寺との関係は不明である

が、布忍地域の講中が十箇郷別時を支える重要な役割を果たしたであろうことは、

想像に難くない。また、「十箇郷来迎寺」と記されていることから、来迎寺の寺号

が定められた時期が元和９年(1623)以前と分かる。 
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○評価 

本絵巻は、中世から近世初期における融通念佛宗の広がりを示す貴重な資料であ

る。同宗派は、もともと寺地を定めずに信徒の家を交代に道場とする挽
ひき

道場
どうじょう

（挽
ひき

寺
でら

）

であったが、17 世紀前半には寺地を定めて念仏集団が定住化するようになる。来

迎寺に本絵巻が寄進された元和 9 年（1623）は、近世教団への転換が始まった時

期であり、当時を窺い知ることができる貴重なものである。 

また、奥書により文亀 2 年（1502）の制作であることは明らかで、一部欠落や

錯簡等があるものの上下巻がほぼ揃っており、良好な状態で遺存している。良珍勧

進の肉筆本を写した乙類の一つで、美術史研究における基準作となり得るものであ

り、且つ融通念仏縁起絵巻の展開や用途を研究する資料の一つとして重要である。 

加えて、本絵巻の画風は専門絵師の洗練されたものではないが、定規を使った墨

引き、丁寧な彩色、画中画の存在など室町期のお伽草紙絵巻や奈良絵本にも通ずる

ものが見られ、当時の絵巻制作や受容の展開を示す例としても意味がある。 

以上により、来迎寺紙本著色融通念仏縁起絵巻は、松原市を代表する室町時代の

貴重な絵巻というだけではなく、美術史学及び歴史学の研究においてきわめて学術

的価値が高く、本市指定文化財にふさわしい。 

 

                                                      
(1) 絵巻に描かれた「融通念仏縁起」全般と現存する諸本については、梅津次郎「初期の融通念仏縁起絵につ

いて」『絵巻物叢考』(中央公論美術出版 1968 年、初出は 1958 年)、田代尚光『増補 融通念仏縁起之研究』

(名著出版 1976 年)、小松茂美「「融通念仏縁起」をめぐって」『続日本絵巻大成』11(中央公論社 1983 年)、

松原茂『日本の美術』302 絵巻 融通念仏縁起(至文堂 1991 年)などを参照。 

(2) 大念佛寺（大阪市平野区）を総本山とする融通念佛宗寺院で、諸仏山護念院と号する。延宝 5 年(1677)に

作成された「大念佛寺四十五代記録幷末寺帳(以下、延宝末寺帳と略。)」(融通念仏宗教学研究所編『融通念

仏宗年表』大念佛寺 1982 年) 所収)によると、融通念佛宗中興の第 7 世法明の開基とされる。法明が河内

国に組織した融通念仏信仰集団である六別時の一つ十箇郷別時の辻本で、丹南藩主の高木正次より丹南郡丹

南村に寺地を与えられ承応 2 年(1653)に定堂化するまでは、一か所に永続的に堂宇を構えずに籤で選ばれた

村に本尊を移す挽道場であったとされる。 

(3) 融通念仏縁起絵巻を含む来迎寺所蔵の文化財については、(公財)元興寺文化財研究所編『松原市内所在の文
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化財総合調査』1-丹南・来迎寺-(松原市教育委員会 2020 年)、(公財)元興寺文化財研究所編『松原市内所在

の文化財総合調査』2 丹南・来迎寺-(松原市教育委員会 2021 年)を参照。 

(4) 箱の法量は縦 39.1cm、横 18.5 cm、虫損あり。蓋部の左側長辺部の縁板を亡失し、上部には炭化の痕跡が

ある。蓋表面は胡粉下地として、鈍い茶色を塗布したと思われる。 

(5) 現在は上巻がシカゴ美術館(アメリカ合衆国イリノイ州)に、下巻がクリーブランド美術館(アメリカ合衆国

オハイオ州)に所蔵されているものが最も原本に近く、14 世紀前半の作成とされる。小松茂美編『融通念仏

縁起』続日本の絵巻 21(中央公論社 1992 年) 所収。また、他に正和本もしくは同系統の伝本を写したと思

われる大念佛寺蔵絵詞本 (詞書のみで、前掲注(1) 梅津『絵巻物叢考』 所収)や暦応 4 年(1341)制作の絵巻

を嘉永 5 年(1852)に住吉弘定が模写した大念佛寺蔵暦応模本(阿部美香「大念佛寺所蔵『融通念仏縁起』(暦

応模本)－解題と影印・翻刻－」『学苑』937 (昭和女子大学近代文学研究所 2018 年) 所収)が知られる。 

(6) 良鎮は生年不明であるが、絵巻の奥書により永徳 2 年(1382)~応永 30 年(1423)の活動が確認されている。

清凉寺末寺の小倉山三宝寺(滝口寺)の住持をつとめた記録が残る(塚本善隆「融通念仏開宗質疑」『日本仏教

学会年報』21(日本仏教学会 1956 年)所収)。 

(7) 乙類は正和本系を基本とし、巻首に序文、巻尾に良鎮勧進文、施主願文・年紀・施主名を加え、神名帳を

省略して別立とする。また、上巻を鳥類畜生の念仏結縁の段で終わらせ、下巻を良忍入滅の段より始める形

に再構成している。更に、光明遍照の段で描かれた十方光明図(摂取不捨曼陀羅)に魚民または農民が新たに

描かれるようになる。これらの変更が成された目的について阿部美香は「良鎮は縁起それ自体を、専修を勧

める性格の色濃い正和本から、万民に勧進される融和的な絵巻に作り替えた」と推測している。阿部美香「勧

進帳としての融通念仏縁起絵巻-その成立と展開をめぐって-」『融通念佛宗における信仰と教義 開宗九百

年・大通上人三百回御遠忌奉修記念論文集』(大念佛寺 2015 年)所収。 

(8) 丙類の段構成の特徴は、下巻の最後に清凉寺融通大念仏の段が加えられた点、そして良忍入滅の段と覚厳

夢の段が上巻に繰り上げられた点である。現存する諸本のうち融通念仏宗総本山の大念佛寺本が所蔵する上

下 2 巻(重要文化財)が丙類では最古のもので、巻末に明徳 2 年 7 月 29 日の年紀と奉加者である美濃守助景

の名が記されている。内田啓一「融通念仏縁起明徳版本の成立背景とその意図」『佛教藝術』231(佛教藝術

学会 1997 年)所収。融通念佛宗教学研究所編『融通念仏信仰の歴史と美術-資料編』(東京美術 2000 年)所

収。 

(9) 現在、三重県松阪市の来迎寺と大阪府守口市の来迎寺(佐太本山来迎寺)で融通念仏縁起絵巻が確認されてい

ることから、混乱を回避するため「丹南来迎寺本」とした。 

(10) 現存する(乙)良鎮肉筆本系は、知恩院本(永徳 2 年・施主願文なし)、大倉集古館本(大倉文化財団本)(上巻

のみ)、根津美術館本(永徳 3 年・家高寄進)、大念寺寺本(大念仏寺本(A))(年紀・施主なし)、醍醐寺蔵絵詞

本(下巻のみの写本、至徳元年・家高寄進)、フリーア美術館本(俊直本(A)、K 氏蔵本)(元(至)徳元年・俊直

寄進)、東京国立博物館蔵模本(至徳 2 年・家高寄進)、聞名寺本(良鎮勧進文・施主願文なし)である。 

(11) 各段の名称については、前掲注(1)松原『日本の美術』302 に拠る。 

(12) 融通念仏縁起絵巻に記された良忍の事蹟については、諸本で干支に異同が見られる。梅津次郎の作成した

比較表によると、「丹南・来迎寺本」に記された良忍示寂の年は「根津美術館本」と一致する(前掲注(1)梅

津論文)。 

(13) 醍醐寺(京都府京都市伏見区)が所蔵する下巻のみの 1 巻。嘉吉・寛正に転写されたもので、各段の絵は文

字による説明のみが記されている。良忍入滅の段・覚厳の夢の段を巻首でなく北白河の下増の妻閻魔庁から
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帰されるの段と正嘉疫癘の段の間に配する。奥書に「至徳元年六月十八日 和州越智 右衛門家亮」とある

が「左衛門家高」の誤写とされる。佐和隆研「醍醐本大念仏縁起について」『美術史』8(美術史學會 1953

年) 所収。 

(14) 丙類の大原本又は明徳版本を祖本とした肉筆本の大念佛寺本(大念仏寺本(B))も上下巻の段構成を「丹

南・来迎時本」と同じくする。なお、上巻の書き出しが「夫、釈尊一代の蔵経を…」で神名帳と天神示現

文を省略しない点も同じである。室町時代後期の作とされる。前掲注(1)田代『増補 融通念仏縁起之研究』

所収。 

(15) 知恩院(京都府京都市東山区)が所蔵する上下 2 巻本。上巻の序と下巻第 1・3 段の詞書が後補である。「永

徳二年勧進沙門良鎮謹言…」と良鎮勧進奥書を持つ諸本のうち最も早い年紀が記されるが、施主願文は記さ

れていない。井川定慶「永徳二年の融通念仏縁起に就いて」『東洋美術』17 (飛鳥園 1933)(のち『宗教と芸

術』(東洋閣 1937 年)に収録) 所収。 

(16) フリーア美術館(アメリカ合衆国ワシントン D.C.)が所蔵する益田家旧蔵といわれる上下 2 巻本。奥書には

「至徳元年八月八日 左衛門大夫散位俊直 (花押)」とある。同館ウェブサイトで閲覧利用可能。Freer Gll

ery of Art and Arthur M.Sackler Gallery,Washington,D.C.:Purchase-Charles Lang Freer Endowment,F1

958.11,F1959.13 

(17) 乙類諸本のうち「知恩院本」のみが「夫、釈尊一代の蔵経を…」の序文を付すが、序文は後補とされる(前

掲注(1)梅津論文)。 

(18) 成立年は不明で、良忍 9 代の法孫を称する「遊仙」が執筆開版した縁起である。融通念佛宗常楽寺(奈良県

大和郡山市稗田町) の詮海による摸写（前掲註(1)田代『増補 融通念仏縁起之研究』 所収）と京都・三千

院門跡円融蔵が所蔵する室町時代に遡る別系統の写本(前掲注(7)阿部論文、所収)が残る。 

(19) 根津美術館(東京都港区)が所蔵する下巻のみの 1 巻。奥書には「永徳三年十一月十五日 和州越智 左衛

門尉家高(花押)」とある。越智家高は大和の国人で、南北朝時代には興福寺一条院に属して南朝を支持して

おり、當麻寺との関係も深い。奥書によると良鎮の念仏勧進に応じ 20 ヵ国分の絵巻を寄進している。 

(20) 松原茂は、俊直が大和の住人で家高と同じ越智氏一族である可能性を指摘している(前掲注(1)『日本の美

術』302)。また、高橋平明は奥書の近似や「俊」の字が共通することから、来迎寺本施主の中臣俊信と俊直

が近縁の可能性を指摘している。高橋平明「特論 諸仏山来迎寺蔵紙本著色融通念仏縁起絵巻」『松原市内所

在の文化財総合調査』1-丹南・来迎寺-(松原市教育委員会 2020 年)所収。 

(21) 乙類諸本の施主願文であるが、「根津美術館本」は「特資往生極楽之因…」、「醍醐寺本」は「特資七世四恩

往詣極楽之因…」、「東京国立博物館蔵模本」は「特資慈父明傑聖霊往詣極楽之因…」である。なお、「知恩

院本」は良鎮勧進文のみで施主の願文を持たない。 

(22) 良鎮勧進文で融通念仏加入の名帳が勧進聖により「當麻寺瑠璃壇」中に納められることを願っている点、

当時の当麻寺が真言方と浄土方の兼務であった点、そして「丹南・来迎寺本」が当麻曼荼羅図の写本（文亀

本）制作と同時期である点、を理由として挙げている (前掲注(20)高橋論文)。 

(23) 「延宝末寺帳」(前掲注(2)融通念仏宗教学研究所編『融通念仏宗年表』 所収)によると、宋珍は摂津国東

生郡北花田村の出身で、元和 3 年(1617)~寛永 9 年(1632)に第 6 代の住持をつとめている。来迎寺が所蔵す

る「融通念佛宗中本山来迎寺々誌」(古文書古記録 4563)には寛永 19 年 3 月 21 日没とある。前掲注(3)(公

財)元興寺文化財研究所編『松原市内所在の文化財総合調査』2 所収。 



紙数
法量_縦

(cm)

法量_横

(cm)
段構成 紙数

法量_縦

(cm)

法量_横

(cm)
段構成

第1紙 29.3 43.2 第1段詞 第21紙 29.0 36.6 第4段絵

第2紙 29.3 35.4 第1段詞 第22紙 29.7 37.2 第4段絵

第3紙 29.3 32.2 第1段詞 第23紙 29.7 37.4 第4段絵

第4紙 29.5 36.6 第1段絵 第24紙 29.7 37.2 第4段絵

第5紙 29.6 37.0 第1段絵 第25紙 29.7 37.2 第4段絵

第6紙 29.6 37.0 第2段絵 第26紙 29.7 37.5 第5段詞

第7紙 29.6 37.1 第2段絵 第27紙 29.6 37.2 第5段詞

第8紙 29.6 36.6 第2段絵 第28紙 29.6 37.3 第5段詞

第9紙 29.6 36.8 第2段絵 第29紙 29.7 37.3 第5段詞

第10紙 29.6 19.5 第2段絵 第30紙 29.7 7 第5段詞

第11紙 29.6 37.6 第3段詞 第31紙 29.7 37.4 第5段絵

第12紙 29.6 37.3 第3段絵 第32紙 29.7 17.8 第5段絵

第13紙 29.6 37.5 第3段絵 第33紙 29.5 12.2 白紙

第14紙 29.6 20.2 第3段絵 第34紙 28.5 10.9 奥付

第15紙 29.6 13.0 第3段絵

第16紙 29.7 37.6 第3段絵 　法量横合計 1103.8 cm

第17紙 29.5 42.0 第4段詞

第18紙 29.5 42.3 第4段詞

第19紙 29.4 27.3 第4段詞

第20紙 29.6 37.4 第4段詞

来迎寺 紙本著色融通念仏縁起絵巻 上巻　法量一覧表
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紙数
法量_縦

(cm)

法量_横

(cm)
段構成 紙数

法量_縦

(cm)

法量_横

(cm)
段構成

第1紙 29.0 11.5 第1段詞 第24紙 29.2 13.1 第9段詞

第2紙 29.0 21.7 第1段絵 第25紙 29.1 36.7 第9段絵

第3紙 29.1 37.0 第1段絵 第26紙 29.1 14.9 第9段絵

第4紙 29.3 37.1 第1段絵 第27紙 29.0 37.6 第10段詞

第5紙 29.2 15.9 第2段詞 第28紙 29.2 37.6 第10段詞

第6紙 29.3 38.2 第2段絵 第29紙 29.3 37.0 第10段詞

第7紙 29.2 34.0 第2段絵 第30紙 29.3 4.3 第10段詞

第8紙 29.2 20.9 第3段詞 第31紙 29.3 27.4 第10段絵

第9紙 29.2 37.0 第3段絵 第32紙 29.3 38.9 第10段絵

第10紙 29.3 37.1 第3段絵 第33紙 29.2 38.0 第10段絵

第11紙 29.3 37.1
第3段絵~

第4段詞
第34紙 29.2 36.8 第10段絵

第12紙 29.3 36.7
第4段絵~

第5段詞
第35紙 36.8 16.3 第10段絵

第13紙 29.2 37.4 第5段絵 第36紙 29.3 29.4 第11段詞

第14紙 29.2 37.0 第6段詞~絵 第37紙 29.3 36.6 第11段絵

第15紙 29.3 37.1 第6段絵 第38紙 29.0 36.1
第12段

・奥書1

第16紙 29.2 37.1 第6段絵 第39紙 29.0 36.7
第12段

・奥書1

第17紙 29.2 37.1 第7段詞 第40紙 29.3 36.6
第12段

・奥書2

第18紙 29.0 31.0 第8段詞 第41紙 29.3 36.9
第12段

・奥書2|3

第19紙 29.3 37.5 第8段絵 第42紙 29.1 44.6
第12段

・奥書4

第20紙 29.2 38.4 第8段絵

第21紙 29.1 38.1 第8段絵 　法量横合計 1349.2 cm

第22紙 29.1 38.3 第8段絵

第23紙 29.2 20.5 第8段絵

来迎寺 紙本著色融通念仏縁起絵巻下巻　法量一覧表
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箱 上巻外装

上巻 第2段絵「融通念仏の勧進開始」

上巻 第1段詞　左：序文末尾〜本文冒頭(第2紙〜第3紙)　右：序文冒頭(第1紙)　　

下巻外装
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下巻 第1段絵「鳥羽院の日課念仏増加」

下巻 第7段詞「北白河の下増の妻閻魔庁から帰される」〜第8段詞「良忍入滅」

上巻 第4段絵「諸天諸神の名帳加入」
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下巻 第8段絵「良忍入滅」

下巻 第10段絵「正嘉疫癘」

下巻 第11段絵「光明遍照」
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【
第
一
奥
書
】

右
本
願
良
忍
上
人
融
通
念
仏
根
本
の

帳
に
任
て
注
す
る
処
也
、
此
本
帳
は
良
忍
上
人
、

厳
賢
上
人
に
伝
へ
し
よ
り
以
来
、
明
応
上
人
、

観
西
上
人
、
尊
永
上
人
次
第
に
相
承
せ
り
、

凡
本
帳
に
入
人
数
三
千
二
百
八
十
二
人
也
、

其
中
に
速
疾
に
往
生
す
る
人
六
十
八
人
と

注
せ
り
、
此
外
朝
市
に
徳
を
か
く
し
、
ひ
と
り

修
し
ひ
と
り
さ
る
輩
其
数
を
し
ら
す
、

い
は
ん
や
辺
土
下
賎
の
た
く
ひ
遠
国

居
住
の
や
か
ら
、
展
転
の
風
聞
は
る
か
に

へ
た
ゝ
り
て
往
生
の
証
拠
分
明
な
ら
さ
れ
ハ
、

是
を
注
す
る
に
あ
た
ハ
す
、
上
人
滅
後
の

い
ま
に
い
た
る
ま
て
随
喜
結
縁
之
輩
雲
霞

の
こ
と
く
に
あ
つ
ま
れ
り
、
此
等
の
奇
特
先

蹤
を
つ
た
へ
き
ゝ
給
、
道
俗
彼
念
仏
を
う
け

名
帳
に
入
た
ま
ハ
ヽ
今
生
に
ハ
一
切
の
災
難
を

は
ら
ひ
、
後
生
に
ハ
必
往
生
の
素
懐
を
と
け

給
ハ
む
事
、
見
証
右
に
の
す
る
か
如
し
、

一
念
も
う
た
か
ひ
有
へ
か
ら
す
、
是
を
絵
つ
に

あ
ら
ハ
す
志
は
在
家
の
男
女
に
念
仏
往
生

の
信
心
を
増
進
せ
し
め
ん
か
た
め
な
り
、
仍

正
和
第
三
暦
中
冬
上
旬
候
記
之
、【
第
二
奥
書
】次
又
永
徳

年
中
勧
進
沙
門
良
鎮
謹
言
、
此
絵
百
余
本

勧
進
興
行
之
志
ハ
、
本
願
ひ
と
り
な
ら
さ
る

あ
ひ
た
、
日
本
国
ゑ
そ
か
嶋
、
い
わ
う
か
嶋
ま
て
も

其
州
の
大
小
に
よ
り
て
、
聖
の
機
根
に
し
た
か
ひ

て
一
国
一
本
二
本
、
或
ハ
多
本
此
絵
を
つ
か
ハ
し
て

家
を
の
こ
さ
す
人
を
も
ら
さ
す
勧
進
申
さ
む
と

な
り
、
我
願
の
こ
と
く
ひ
ろ
め
す
ゝ
め
給
ハ
む

聖
、
其
人
名
帳
を
給
て
供
養
を
と
け
、
当
麻
寺

瑠
璃
檀
の
下
に
奉
納
せ
し
め
て
決
定
往
生
之

因
に
そ
な
へ
、
無
生
浄
土
の
門
を
ひ
ら
か
ん
と

な
り
、
無
常
時
を
ま
た
さ
る
な
ら
ひ
な
れ
ハ
、
若

第38紙 第37紙第39紙第40紙

151015202530

下
巻
　
第
十
二
段
詞
　
奥
書
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存
命
の
ほ
と
は
良
鎮
か
方
へ
つ
か
は
さ
る
へ
し
、

往
生
の
素
懐
を
遂
る
よ
し
き
ゝ
及
給
ハ
ヽ
、

当
麻
寺
へ
可
被
進
、
又
各
々
の
聖
の
御
意

あ
に
さ
る
へ
し
、
し
か
り
と
い
へ
と
も
大
和
州

に
て
勧
進
の
事
に
候
間
、
施
主
等
の
所
望

如
件
、

右
良
鎮
房
為
融
通
念
仏
勧
進
此
絵
六
十

六
ケ
国
各
一
本
可
伝
賦
、
但
不
限
毎
国
一
本
、

随
勧
進
之
儀
、
所
望
之
体
一
国
多
本
、
忽
及
辺

鄙
蕃
夷
之
境
、
可
被
伝
之
　
、
此
願
尤
随

喜
之
間
、
奉
合
力
者
也
、
以
此
善
根
者
特
資

悲
母
、
幽
霊
滅
罪
生
善
往
詣
極
楽
之
恩
、

惣
得
法
界
群
類
融
通
無
遮
之
益
、
旨

趣
如
右
、

                                     

大
和
州
　
葛
下
郡
片
岡
東

　
旹
至
徳
三
年
十
一
月
十
七
日
　
　
　
　
中
臣
俊
章

【
第
三
奥
書
】

右
書
写
之
趣
者
、
後
世
披
見
之
衆
、
以
一
念

信
解
力
、
成
得
生
極
楽
本
懐
思
計
也
、
　
、

　
文
亀
弐
年
　
十
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
仏
子
行
慶

【
第
四
奥
書
】

右
融
通
大
念
仏
之
縁
起
者
、
河
州

丹
北
之
郡
布
忍
清
水
村
喜
兵
衛

入
道
浄
安
、
為
後
生
安
楽
十
箇

郷
来
迎
寺
北
村
宗
珍
西
堂
御
代

奉
寄
進
者
也
、

　
元
和
九
　
年
六
月
廿
九
日

4045 355059 55

第40紙第41紙第42紙

亥癸
戌壬

云
云

云
云
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